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武蔵野台地北部（埼玉県新座市）の試錐井の層序と化石珪藻＊

阿久津　純＊＊
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Abstract

　　　For　the　purpose　ofa亘alysing　the　deposition乱1environments　ofthe　fbrmations，underlying　the　northem

partofMusashino　Plainンtestwe11，about240mindepth，w朗boredatNobidome，Niiza－shi，Sait＆maPre飼c－

ture，by　the　Geologic＆1survey　ofJapan．29core　samples　were　treated　fbr　the　diatom　study．Based　on　the

lithofacies　and　sedimentary　environ．ments　deduced　fyom　the　diatom　assemblages，stratigraphic　succession　of

the　fbrm乱tions　is　classified　as　fbllows：

A　fbrmation

B　fbrmation

G　fbrmation

D釦ormation

E　fbrm翫tion

F」brmation

G　fbrmation

0，5～

7　～
46．5～

67．5～

7m
46．5m

67．5m

96．6m

96．6～110．5m

110．5～185．9m

185．9～240m

ash

gravel　and　sand

gravel，intercalatin，g　sε㌔ncl　an（i　clay

altematiOn　OfSand　and　Silt（marine　SedimentS）

altemation　ofsand　and　silt（terrestrial　sediments）

altemation　offine　sand　and　silt（ma血e　sediments）

Sandy　Silt　and　Sand（ma血e　SedimentS）

　　　The　D，F　and　Gfbrmations　occur　marinelittoral　diatom　species，such　as⑦oJo♂6伽吻lo7財窺BRIGHTw肌L，

ハ46Jo5癩5％16α畝（EHR．）KOTz。，（70600漉536惚1伽ηEHR．，while　the　E　contains　abundant倉eshwater　alkaliphilous，

Pennales　diatom　species，such　as　q卿zみ611αspP。，P∫ηη％1α7彪spP．and（70ηψhoη6η観spP・，as　shown　in　Table　L

　　　MoRI（1969）and　SHINDo（1968）studied　the　underground　geology　ofMusashino　Plain，and　showed

the　stratigraphy　ofthe£ormations，The　D，E　and　Ffbrmations　are　correlated　to　the　Mori，s“M　altemation，’，

and　the　G　is　to　the　Miura　Group．The　B　and　C　fbrmations　are　the　same　as　Shindo，s　A8aqul蝕bedシ＆nd　the

gravel　bed，base　ofthe　F　fbrmation，infbrred　to　A5bed。

1．　まえがき

　武蔵野台地の下部に伏在している地層の層序や地質構

造などについては直接地表の露頭で確認することができ

ないので，試錐資料や電気検層の結果などにもとづいて

主に水理地質学的な見地から研究が行なわれ，新藤（1968），

森（1969）らにより報告がなされている。

　地質調査所の地殻活構造研究グループは，武蔵野台地

の北半部に伏在し，森（1969）により“M互層”と名づ

けられた地層の層序や岩相，堆積環境およびその基底の

深度などを明らかにし，関東造盆地運動の解明に資する

＊本研究は地殻活構造の研究の一環として行なった。

＊＊宇都宮大学

ために埼玉県新座市で深度240皿の試錐を行なった。筆

者は，M互層の堆積環境などを明らかにする目的で坑井

試料の化石珪藻について検討を行なったので，その結果

について報告する。

　この研究にあたり御指導，御教示をいただいた地質調

査所地質部の垣見俊弘・坂本亨両技官に厚くお礼を申し

上げる。

2．　層 序

　2．1試錐地点
　試錐を行なった地点は埼玉県新座市大字野火止字中沢

の新座市西堀浄水場の南で，標高48．225mである。大略

の位置を第1図に示してあるが，武蔵野台地の北縁部に
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地質調査所月報（第22巻第7号）

　　　　　第1図　位置図（5万分の1，東京酉北部）　　X＝ボーリング地点

当たり，東側には黒目川の低地が，また，西側には柳瀬川

の低地が発達し，台地を開析しながら北流している。ま

た，台地の北側には広い荒川の沖積低地が発達している。

2．1層　序
本試錐井の層序は岩相や電気検層，含有する化石珪藻

種の生態などに基づいて，第2図に示すように上位A，

B，G，……G層の7層に区分できる。

つぎに各層の岩相について簡単に述べる注1）。

A層　深度0．5～7．Om，層厚6．5m

表土の下位から深度7．O　mまでの火山灰からなってい

る部分で，この付近の武蔵野台地の上面をおおう火山灰

注1）　ここでは，おもに大興基礎KK（1970）の報告書に基づき，必要

最少限の岩相を記載するにとどめる・くわしくは・試錐コアを直接

観察した地質調査所の垣見・森技官らとともに・別に報告する予定

である。

層（関東ローム層）で，立川，武蔵野ロームによって構

成されている（関東ローム研究グループ，1965）。

露層　深度7．0～46．5m，層厚39，5m

火山灰層の下位の，礫径5cm内外の円礫からなる厚

い砂岩層で，一部には粘土層を挾んでいる。試錐試料で

は十分確認することはできなかったが，本層の上部，層

厚10組内外は台地面を構成する武蔵野礫層に相当するも

のと思われる。

G層　深度46．5～67．5皿，層厚21m．

本層も主として礫層からなっているが，黄褐色の泥質

砂～砂質泥層を数枚挾み，固結度もやや進んでいるの

で，B層とは区別して取り扱った。基底部には大礫礫層

が発達している。

亘》層　深度67．5～96，6皿，層厚29．1皿
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　　　　　　　　　　第2図地質柱状図
　　　　　　　　　　　　　層序区分，堆積環境と各試料の珪藻種数・珪藻殻片含有度

　層厚2～3mの青灰色細～中粒砂層と砂質シルト層と

の互層からなっている。最下部には礫径約5cm，層厚約

3皿の砂礫層が発達し，一部には大礫を含んでいる。ま

た，最上部数mは泥質層からなり，黄褐色を呈し，礫を

含み，やや風化している。

　E層　深度96．6～110．5m，層厚13．9m

　青灰色シルト層（層厚0，5～l　m）と細粒砂層（層厚

2パ5m）との互層からなっており，最下部には層厚

1．5mの砂礫層が発達している。中部の砂層中には植物

遺体が少量混入している。E層は層厚は薄いが，基底部

には礫層が発達し，後述するように陸成層と認められる

ので，独立した地層として取り扱った。

　F層　深度110．5～185．9m，深度75．4皿

　F層は大別して上部の青灰色細粒砂層と下部の青灰色

シルト層とに分けられる。上部の砂層は層厚約40m，雲

母片，軽石粒を含み，深度150皿付近には貝殻片を混入

する。下部は層厚約32m，シルト層からなっているが，

一部に砂層を挾んでいる。最下部には層厚約2，6mの，

径3～5cmの礫からなる砂礫層が発達している。F層は

海成堆積層からなっており，上位のE層とは不整合関係

にある星）のと考えられる。

　G屡　深度185．9m以深，層厚55m＋

27一（393）



地質調査所月報（第22巻第7号〉

本層の下限は明らかではないが，上半部層厚約30皿は

固結した青灰色シルトないし砂質シルトからなってお

り，深度190m付近には貝殻片を含んでいる。深度214m

以深の下半部は青灰色中粒砂層からなっており，貝殻片

をわずかに含んでいる。F層とは不整合関係にあるもの

と考えられる。

3．　化石珪藻について

3．1試料について

試錐によってえられた試料のうち，珪藻を含有してい

ると思われる細粒砂岩，泥岩，29試料について珪藻分析

を行なった。試料の採取深度，岩相を第1表に，また，

大略の層位的位置を第2図に示してあるが，各層別の試

料数はつぎのとおりである。

　C層　試料番号　1飼4　　4試料

　D層　試料番号　5d1　　7試料
　E層　試料番号　12一・15　　4試料

第1表試料番号，深度，岩相

試料番号

1
2
3
4

5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

地層

C

層

D

層

E

層

F

層

G

層

深度m
47．0
4：8．0

50．0

60．0～　63．0

71．0～　73．0

77．1～　78。5

78．5～　80。2

80．2～81．5

81．5～　84．8

84．8～88．0

92．0～　93．5

98，8～　99．8

99．8～102．3

103。1～105．5

105．5

110．5～112．0

112．0～115。0

124．0～127．0

133．0～133．9

146．8～148．0

151．0～154．6

166．0～169．0

181．σ～183．3

189．0～192．0

201．0～204．0

204．0～207．0

214．1～216．0

227．0～230．0

236．0～239．0

岩 相

黄褐色粘土質細粒砂

　〃　　　　　　　〃

〃

〃

淡灰色粘土質細粒砂

青灰色シルト

青灰色中粒砂

青灰色砂質シルト

青灰色細粒砂

黄褐色シルト

黄褐色細粒砂

青灰色シルト

青灰色細粒砂

青灰色細粒砂

青灰色細粒砂（軽石含）

青灰色シルト

青灰色中粒砂

青灰色中粒砂

淡灰色細粒砂

青灰色細粒砂

青灰色シルト

青灰色シルト

青緑色シルト

青灰色シルト・貝殻混り

青灰色砂質シルト

青灰色シルト

灰色細粒砂，貝殻混り

灰色細粒砂・貝殻混り

灰色細粒砂，貝殻混り

　F層　試料番号　16～23　　8試料

　G層　試料番号　24～29　　6試料

　3．2試料の処理
　試料の処理は次のような方法によって行なった。

　1）試料約209をとり，風乾ののち，59を正確に秤

量し，200cc用ビーカーに入れ，蒸留水200ccを加え，

一昼夜放置する。

　2）上澄液をすて，過酸化水素水（30％液）約10ccを

加え，静止する。発泡がやんでから約20分間湯浴させる。

　3）冷却ののち，蒸留水を加え200ccとし，4時間以

上放置する。つぎに上澄液を静かに流し去り，試料を撹

梓しながら蒸留水をみたす。同様な操作を数回繰り返

し，試料を洗瀞する。

　4）粒度分離用ガラス管に蒸留水約150ccをみたし，

洗源を終わった試料を撹梓しながら分離管上部より加え

る。約2分間放置ののち，分離管下部のコックを開き粗

粒の堆積物をとりのぞく。つぎに，分離管中のけんだく

液をビーカーにとり，沈殿させる。

　5）上澄液をすて，試料を乾燥ののち，秤量し，シル

トの重量を求める。

　6）処理を終わった試料0，59を正確に秤量し，100cc

の蒸留永を加えて撹梓し，けんだく液を作る。この濃度

の液を1unit液と呼ぶ。けんだく液10ccを沈殿管に移

し，ガラス細管でその0．5ccをとり，24×24mmのカバ

ーグラス上に滴下し，除々に乾燥させ，プルーラックス

でスライドグラスにはりあわせる。

　上記の方法で，各試料3枚ずつの薄片をっくり，検鏡

した。

　珪藻種の同定には顕微鏡倍率10×100倍で行なった

が，各試料とも珪藻の含有率が低いので，頻度を求める

際には10×40倍で検鏡し，含有率，種の頻度を求めた。

　3．3　珪藻殻片の含有量について

　上記のような方法によって薄片を作成したので各試料

からおおよその珪藻殻片の含有量を求めることができ

る。顕微鏡倍率10×40倍でスライドグラス上を1ライン

観察し，個体数5コ以上が認められたものはN・・6，9，

14，25，26の5試料で，他の試料はいずれも著しく含有

量が少ない。第2図に試料19当たりの殻片の含有量を

示してある。

　シルト～シルト質細粒砂からなっているN・・6，25，

26，細粒砂からなっているN・・9，14には比較的多量の

殻片が含まれているが，ほぼ同様な岩相からなっている

No・10，11，20～23には殻片がほとんど含まれていなか

ったり，あるいは含有量がきわめて少ない。岩相的には

多量の殻片が含まれていると思われる細粒岩がこのよう
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第2表 珪 藻 種 産 出 頻 度 表

Formation
G D E F G

Sample　No．
1 2 3 4 5　6　7　8　9　10 ll 12　　13　　14　　15 ・16　17 18　　19　　20　　21　　22　　　23 24　　25　　26　　27　　28　　29

Depth，（m）

Diatom
　　　content

47 48 50 60 71　　77　　78　　80　　81　　85 92 99　100　103　105 110　112　　124133　147　151　166　　181 189　201　204　214　227　236

Diatom　species
N．D．N，D．N，D．N．D．N．D。A　R　R．　C　N，D．N．D． G　C　A　C RRN．D．RRRRN．D． C　C　C　R　R　C

Marine　species

∠4‘漉o砂ぬ5Eh76π6878歪RALFS 3 4 1
オ6痂o夢6」麗吻98η5R．ATT． 1 1
イ46伽ψ夢6h郷畷6π漉η5（SHAB”）RALFS 6
イ40痂ψ砂6hμ5卿4御」召如5（BA！L。）RALFS 5
幽ψho躍sp． 1
σoσ60π6∫550漉〃襯EHR， 45 62 5
σ0600η6ゑ5sp， 3 6 5
Oo50動o漉5傷56κoθη躍6π5EHRENBERG 3
σ05痂o廊6郷伽観7乞5GRUNow 2
Oo56初o漉5偬5椛召7g伽α渉％5EHR， 2
σ056∫η04ゑ56μ57αゴ伽郷EHR． 1
伽Jo渉8〃α吻Jo耀彿BRIGHTWELL 42　r r　95 r r r 8 r

D吻6709卿η？ηαノ批伽？η（GREG、）RALFS 65

DψJon8葡0励麗3EHR． 5
DψJoη6雰3窺露hゼ（BREB．）CLEVE 1 3
Z）ψlon8乞5陥θ雰409∫（A。S。）CLEVE 1
07α窺解φψho7π068α痂6α（EHR。）GRUN． 26 1 6 2
ル勧伽5痂伽（EHR．）KOTZ。
　　var．わ魏7弼αGRUN， 7 3 r r r 3 r r 89

肱βJo5加5痂伽（EHR．）KOTZ．
　f．7α4癬αGRUN．

48 4 3

並Jo5癩鰯加（EHR。） 3

瓦禰‘ぬ夢7αEHRENBERG 1
翫∂勧1α砂70劾5HENDY 1
ハ励加」41襯廟αRALFS 2 3
ハ碗z56h∫α60660犯θ⑳ηη’5GRUNow 2 r 16 11 2 r 2
N露z56h魏97α翻1漉αGRUNow 1 16 7 2 2
ハ碗z56h勉勿n吻如（W．SMITH）GRUN。 1 r 2 8 5
PJα40974η2窺α吻麗7ψho捌η2（GREG。）GEIBERG 1 1
Po405加5渉61」ぎ967（BAIL、）MANN 2 1
Rh‘ψho繍αηψh∫66705EHR・ 1 2
7勉」α55∫oη8窺α嬢z56h歪o魏5GRUN． 6 r 10

Fresh　water　species

　加ψh・rαo麟5KOTZ・

　∠正πoη2060η6歪3ψh粥70ψho7α（KOTz・）PFITER

　OαJoπ6ゑ55漉傭」α（EHR。）CLEVE

　O・66・痂5μα剛ぬ（EHR．）
　　　var．6μ9雄α（EHR。）CLEVE

　⑦oJo♂6Jlα磁η8ρ珈αKOTZ．

　（かη観渉ψ」6％7α50」64（BREB。）～V・SMITH

　qレηz6θIJαπψ674（EHR．）CLEVE

　⑦励6伽伽蜘（BREB．）v．HEURCK

　の励8〃α伽79漉」αGRUN。

　⑦励6〃α∂6痂‘054KOTZ。

　PψJo繍o∂廊（HILSE）CLEVE

　砂孟h8痂惣痂（EHR．）KOTZ・

　F郷伽伽凋Jg痂5THWAITES
　θ・ηψhoη齪醐6㍑轍α伽EHR・

　0・nψh・η81ηααη9漁嫌（K廿TZ・）RABH・

　Ooηψhoη6彫αoあ凋66鉱ηz（LYNGBYE）Kt〕Tz・

　伽05顧躍ゑ伽嬬（W。SMITH）CLEVE
　の70瑠3ηα5‘αψ70励3（RABH．）CLEVE

　の705惣御α助66∫θ7露（W．SMITH）CLEVE

　H礁Jz50h知α卿h∫o拶5（EHR，）GRUN・

　瀬6Jo5癩974η痂α如（EHR．）GRUN・

　砿8Jo5癩凋吻π5C．A．AG。

　ハ乙α漉傭」α加6沼翻z　EHR．

　ハ吻魏」α6κ惣襯（GREG．）0・Mt〕LLER

　Nα∂∫伽Zσ8α諾剛窺EHR・

　ハη側翻」49769α吻DONKIN

　ハηα∂∫6％」αh認oゆh∫」α（GRUN・）CLEVE

　ハπα∂加」召h観9癖6αGRUN．

　Nα∂翻」αh襯9α7加GRUN。
　　　var．吻露伽（EHR。）CLEVE

　ハηα漉6麗」α郷μ鉦6αKt〕TZ

　ハη劇蜘」αμα66π観π（EHR、）GRUN・

　ハ呂α∂ゴ6衡1α7α4∫05αKも「TZ．

　醐伽伽7燃（EHR。）CLEVE
　　ハη露z56h勉渉リノ6あoη6JJαHANTZSCH

　P勉ππ」αγ如6076α麗3EHR。

　p動耀」α7裁g∫6勧EHR・
　　　var．耀50goπ8吻（ERR・）HUST・

　P枷ぬ吻顧・7（KもTZ。）CLEVE
　P動ημ」47彪η3∫6703如麗70η（EHR．）CLEVE

　p痂照」47勉漉6705∫側70π（EHR・）（】LEVE

　　　var．B76伽罐（K茸TZ。）HUST。

　Rho卿Jo伽g∫伽（EHR．）0．MOLL．

　Rho吻lo伽g励θrぬ（EHR。）0。MURR．
　Sμ7歪プ8JJαsp．

　⑳π6みα認加（Nitz．）EHR・

　⑳n647α　砺κoh6露ごτ8KOTZ・
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1　2　1　4
32　　44　　41　　31

　　　　　　2　8

r

4

4　2

Number　ofvalves 200　　30　　32　　98 98　101　196　　99 31　28 4　7　8　7 99　100　100　　10　　20　100

Ma血e　species 18　1 1 2 1　0　0　0 2　2 1 2　1 1 121512225
Fresh　water　species 0　0　0　0 20　　19　　31　　21 0　0 0　0　0 1 1 1 1　0　0　0

Total 18 1 1 2 21　　19　　31　21 2　2 1　2　1　2 131613225
Diatom　content，A：abundanちC：common，R：rare，N．D。：none　diatom7

　　　　　　　　　　r：rare
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に含有量が少ないことは，堆積速度（急速な堆積）を反

影しているのかもしれない。

　なお，No・1～5の各試料は風化している黄褐色の粘

土質細粒砂で，砂礫層の間に挾まっている地層である。

水中堆積層と思われるが殻片を含んでいない。

　3．4珪藻群集について

　29試料を検鏡してえられた珪藻種とそれらの頻度を第

2表に示してある。含有量の多い試料は殻片数100コ，

あるいは200コを数え，個数を示してあるが，含有量の

少ない試料はR（Rare）で示してある。また，堆積環境

を判断する一つの指標として各試料から産した海棲珪藻

種と淡水棲珪藻種の種数を第2図に示してある。産出総

種数71，海棲種29種，淡水棲種42種である。

　っぎに各層の特徴について述べる。

　A，B層からの試料は取り扱わなかった。

　C層　No・1（深度47m），Nq・2（深度48m），No・3

（深度50m），N・．4（深度60m）の4試料を取り扱った

が，いずれも珪藻を含んでいない。

　D層　7試料を取り扱ったが，最上位のNo．5（深度

71m）と最下部のNo．10（深度84．8m），No．11（深度

92m）には珪藻を含有してV’なV’。No．6（深度77．1m）

は珪藻の含有量も多く，海棲種（18種）のみからなって

いる。優占種はD伽67・g7餓脚ノ伽％郷（GREG，）RALFS，掘8－

Zo5癩5砒α如（E｝IR．）KOTZ，£7α漉α如GRUN。，⑦oJo渉611面吻一

Jo7撚BRIGHTw肌Lの3種で，これらはいずれもmarine

のlittoral　speciesである。Marine，sub－littora1のオ6孟∫π一

ψ砂oh％5　Z醒4％」α魏5　（BAIL．）　R．ALFSン　∠霊o証nψ夢6h㍑3　ψ16η46η5

（SHAD，）RALFsや，neritic　planktonの（7056乞no4励％38x一

・麟魏5EHR。をわずかに含んでいるが，その他の稀産

種もDψJoη廊60励鍵5EHR。，粥‘z56漉spP．などのlittoral

speciesが多V・。No・7（深度78，5m），No．8（深度

80．2m），No．9（深度81，5m）は含有量は少ないが，

qソ・1・≠6伽吻」・剛窺，M81・5癩5％」6磁を多く含んでいる。

　各試料ともmarine，littoralの種からなっており，

littoral～sub－littoralの堆積環境が考えられるが，淡水

種は検出されなかった。

　E層　No．12（深度98，8m），No．13（深度99．8m），No．

14（深度103．1m），N・．15（深度105．5皿）の4試料であ

る。No．14は殻片の含有量が多いが，他の3試料はやや

少ない。第2図，第2表にみられるように4試料ともほ

とんど淡水種からなっており，とくに優占種として出

現しているものは淡水，付着性の融n847礁伽（N・TZ。）

EHR．，（Zソ励6伽≠％顧ぬ1αGRuN。で，その他，0・ηψhoη齪α．

spP・，撫∂蜘」αspP・，C・660顧5plα・6痂」奴EHR．）など付着

性，底棲種が多い。種の構成から判断するとアルカリ水

域が推定され，また，ほとんどがpemalesのものから

なっており貧栄養型の水域での堆積物と考えられる。

　No．121こやま　」4πoηzo60η6∫5ψhα67〔ψho7ごz（KむTz．）li》FITERッ

砂o迦襯伽70㈱（W，SMITH）GLEVE，砂o囎窺α5吻70ε一

463　（RABH、）（】LEvE．，No．　141こは　の70認9窺α　56αψ702463

（RABH．）CLEvE，の705轡α助66翻（W。SMITH）CLEvE，

M伽oh6α妙6」伽6伽H：ANTZSGHなどの淡水～汽水種を含

んでいる。No．12では海棲種の∠6痂・吃ッ・1％吻g諮RATT．

を1コ検出したが，これは二次化石の可能性がある。各

試料ともその他は完全な海棲種殻片はみいだされなかっ

たが，上記のような淡～汽水種を混在していることは，

一部汽水の流入を許すような淡水域での堆積層と考えら

れる。

　E層　試料N・．16（深度110．5m）からNo．23（深度

181．O　m）までの8試料であるが，全般に珪藻殻片の含

有量が少なく，No・18，19，21，23にはほとんど含

まれていない。上記以外の試料中には⑦610≠8伽吻伽％窺

BRIGHTW肌L，孤6Jg5癩5砒伽var，6」567諭αを含み，ma

rine，1ittoral～sub－1ittor＆1の堆積層と考えられる。F層

は全般に珪藻の種数，個体数ともに少なく，とくに深度

150m以深のシルト層の部分に含有量の少なV・ことは堆

積速度を反影しているのかもしれない。

　G層　No．24（深度189m）からNo．29（深度236m）

までの6試料である。No．27，28，29は細粒砂のため珪

藻の含有量が少ないが，いずれの試料も海棲種のみから

なっている。No．25，26にはGo660n6づ∬‘鋸♂6」伽ηEER．，

Co660η6ぢ5sp・・（ヌ7α規α∫o汐ho昭06昭π」昭（EHR・）GRuN・などの

marine，1ittoral　speciesを多産する。その他，M趣6物

60660η6び07励GRuNow，枷z56h乞α卿o嬬α（W。SMlm）

GRuNow，翫∂蜘1αひ7αEHR。，漁∂蜘1α砂70励5HENDY，

M6Jo5∫7α5％」6α≠αvar・6乞567磁αGRuNowなどのmarineン

1ittoralspeciesを多く含んでV’る。浮遊性のGo56歪no4∫56％3

窺α7g吻伽E亘R・は1コ検出したのみで，海～汽水種であ

るCo50∫御漉56％51α6観725GRuNow，Z）ψloη痂S癖診h∫（BR丘B。）

CLEvEを含んでおり，G層はmarine，1ittor＆1の埴積層

である。なお，G層にはオ6勧o砂ぬ5∫ηg6η3RATT．，（70600一

η痂sp・を含んでいるが，年代的な古さを示すものかど

うカ＞は明らカ＞でなV・。

　さきに述べた層序区分と化石珪藻から推定される堆積

環境とを総合すると，層序試錐井の地質はつぎのように

区分しうる（第2図）。

　地層　　深度（m）　　　　岩　相

A層

B層

C層

0．5～7

　7～46．5

46，5～67．5

　火山灰層

　砂礫層
砂・泥混り礫層

堆積環境

29一（395）
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D層　　67．5～96．6　砂シルト互層　　海成層

E層　　96．6パ110．5　砂シルト互層　●陸成層

　F層　　110．5パ185．9　上半細砂，下半シ　海成層

　　　　　　　　　ルト層
G層　　185．9以下　　　砂質シルト・砂層　海成層

　C，D，E，Fの各層の基底部には砂礫層が発達して

いる。岩相や堆積環境の変化から推定するとE，F，G

の各層間はそれぞれ不整合の関係にあるものと考えられ

るが，D・E層間については明らかではない。

4．対 比

試錐試料を検討してえられたA，B，C，……Gの層

序区分を新藤（1968），森（1969）の示している層序と対

比するとつぎのようになる。

森（1969）は多摩丘陵北部より武蔵野台地の地下地質

とその構造を坑井資料や電気検層の記録にもとづいて解

明しているが，武蔵野台地の武蔵野市，田無市付近の台

地下には三浦層群の上位に重なり，武蔵野礫層におおわ

れる層厚150m内外の砂層・泥質層・砂礫層の互層が発

達し，これらの地層を“M互層”と名づけ，成田層群（東

京層）の延長に当たるものであろうと推定している。

今回，層序試錐を行なった地点は森（1969）の調査地

域の北方延長上にあり，森の層序区分に対比すると，岩

相，深度から次のような対比（第3表）をなしうる。す

なわち，B，C層は武蔵野礫層とM互層上位の砂礫層に，

D，E層は上部M互層に，F層は下部M互層に，また，

G層は三浦層群注2）に対比しうる。

　新藤（1968）は武蔵野台地の水文地質学的な研究を行

ない，台地下に伏在する帯水層（砂礫層）を下位から

A・，A2，A3，……A8層の8帯水層を区分し，水理地質学

的な考察を行なっている。新藤のこの区分に層序試錐で

えられた結果を対比すれば，B層（武蔵野礫層を除く），

C層はA8層に，F層基底の砂礫層（層厚2．6m）はA5層

第3表対　　比　　表

に対比されよう。

5．ま　と　め

　地質調査所，地殻活構造研究グループでは武蔵野台地

下に伏在するいわゆるM互層（森，1969）などの性格を

明らかにするために，埼玉県新座市野火止で深度240m

の試錐を行なった。

　坑井の層序は上位からA，B，C，……Gの7層に区分

しうる。また，含有している化石珪藻からD，F，Gの各

層は沿岸（海浜）成の海成堆積層であり，E層は陸水成

堆積層であることが明らかになった。なお，E，F，G

の各層の間は不整合関係にあるものと考えられる。

武蔵野台地を調査した森（1969）の研究結果に対比す

れば，B，C層はM互層上位の砂礫層に，D，E，F層は

M互層に，G層は三浦層群に対比しうる。また，B，C

層の礫層は新藤（1968）のA8層に，F層基底の礫層は

A5層に対比されよう。

B　　層

G　　層

D　　層

E　　層

F　　層

G　　層

森　（1969）

武蔵野礫層
M：互層上位の礫層

上　　部
M互　層

下部M互層
M互層

三　浦　層　群

新藤（1968）

A8層

A5層

注2）最近の三梨ら（1968）の用法によれば・上総層群にあたる。
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Explanation　of　PLATE28

Fig．1。磁lo5癩S㍑16α如（EHRENB。）KUTzING，var。玩56吻臨GRuNowンNo。4769。Diameter33microns。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000

　　　Sample　No．17，F　Formation，depth　I12m．

Fig。2。磁lo5癩5鉱lo磁（EHRENB．）KUTzING，var．傭6吻如GRuNowラNo．4754．Diameter32microns。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000

　　　Sample　No。29，G　Formation，d．epth236m．

Fig．3．Mθlo5磁5％lo伽（EHRENB，）KUTzING，£7α4乞伽GRuNow，No。4772．Diameted2microns。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2ラ000

　　　Sample　No。6，D　Formation，depth77m。

Fig．4。⑦olo孟611α5砂lo7％呪BRIGHTwELL，No。4770，Diameter30miαons．　　　　　　　　　　　×1，000

　　　Sample　No。9，D　Formation，depth81．5m。

Fig．5．⑦610孟811α吻lo7κ規BRIGHwELL，No．4774，Diameter35microns．　　　　　　　　　　　　×1，000

　　　　Samplc　No。6，D：Formation，depth77m．

Fig．6．σ050∫no廊郷1α6観7∫3GR．uNow，No．4768，Diameter43microns。　　　　　　　　　　×1，000

　　　　Sample　No。24ラG　Formation，depth189m．

Fig。7．ガ6伽oびぬ5聰6η5RATT。，No．4804，Diameter15miαons。　　　　　　　　　　　　　×2，000

　　　　Sample　No．24，G　Formation，depth189m．

Fig．8．σ05伽o廊郷6κ66鰭乞o鰐EHRENBERG，No．4773，Diameter27microns。　　　　　　　　×2，000

　　　　Sample　No。6，D　Formation，depth77，1m。

Fig．9。Po40吻5渉61」忽67（BAIL。）MANN，No。4757，Diameter45microns．　　　　　　　　　×1，000

　　　　Sample　No．25，G　Formation，depth201m。

Fig．10。　Rhψho彫才5αηψh乞08705EHRENBERG，No，4806，Length　of　apica，1axis39microns，1ength　of

　　　　transapical　axis22microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1ラ000

　　　　Sample　No。25，G　Formationラdepth201m．

：Fig。11。Dψloη諮加励麗5EHRENBERG，No，4803，Length　of　Apical　axis20micronsり1ength　of　trans－

　　　　apical　axis14microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2，000

　　　　Sample　No．6，D　Formationラdepth77．1m。

Fig。12．1鴨z56h宛60660η6⑳7痂3GRuNow，No。4763，Length　of　apical　axis44micronsラ1ength　of

　　　　transapical　axis25microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×LOOO

　　　　Sample　No。25，G　Formation，depth201m．

Fig．13。禰z56h卿麗n6≠伽（WM。SMITH）GRuNow，No。4758，Length　ofapical　axis48microns，1ength

　　　　of　transapical　axis21microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000

　　　　Sample　No．25，G　Formation，depth201m．

Fig。14。1胱z50h宛g7碗麗」伽GRuNowラNo。4756，Length　ofapical　axis29microns，1ength　oftransapical

　　　　axis12microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2ラ000

　　　　Sample　No．25，G　Formation，depth201m．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」．Akutsu：Diatom　f士om　Niiza－shi，Saitama：Pre£
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Explanation　of　PLATE29

Fig・L　α060脇550膨ll㍑η3EHRENBERG，No、4764，Length　of　apical　axis58microns，1ength　of

　　　　transapical　axis43microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1ラ000

　　　　Sample　No．25ラG　Formationラdepth201m。

Fig．2。σ0660n諮50諺ll％η3EHRENBERG，No。4759，Length　of乱pical　axis50microns，1ength　oftransapical

　　　　axis37microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000

　　　　Sample　No。25，G　Formation，d．epth201m。

Fig．3．　σ0600n6乞5sp．No．4760，Length　of　apical　axis　79　microns，1ength　of　transapica，l　axis43

　　　　microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000
　　　　Sample　No．25，G　Formation，depth201m。

Fig。4．Coooo漉5sp．No。4762，Length　of　apical　axis65micr6ns，length　of　transapical　axis37。5

　　　　microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1ラ000
　　　　Sample　No。25，G　Formation，d．epth201m。

Fig．5．翫∂初1α顔o励5HENDEYラNo．4771，Length　ofapical　axis90microns，Iength　oftransapical　axis

　　　　40microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000
　　　　Sample　No．6，D　Formation，depth77．1m。

Fig。6。σ0600n諮卿認o耀7g伽如GREGoRY，No．4767。Length　of　apical　axis32microns，1ength　of

　　　　transapical　axis　20　microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000

　　　　SampleNo。25，GFormation，depth201m。

Fig，7．Pl嬢og7α規濡α5渉α㍑70ψho7徽（GREG。）HEIBERG，No。4808，Length　ofapical　axis22microns，1ength

　　　　of　transapical　axis6microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2，000

　　　　Sample　No．26，G　Formation，d．epth204m．

Fig．8。Z）吻67097α窺規αη2伽7（GREG。）RALFsシNo。4809。Length　of　apical　axis23microns，1ength　of

　　　　transapical　axis10microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2ラ000

　　　　Sample　No。26ラG　Formation，d．epth204m．

Fig．9。D吻67097α規ηzα吻1襯ηz（GREG．）RALFsラNo．4779．Length　of　apical　axis63micronsりIength　of

　　　　transapical批xis7microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1ラ000

　　　　Sample　No．6，D　Formation，depth77，1m。

Fig．10．　D伽670g昭吻窺αル伽舵（GREG。）：RALFsラNo。4777，Length　of　apical　axis72microns，Iength　of

　　　　transapical批xis　g　microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000

　　　　Sample　No。6ラD　Formation，depth77．1m，

Fig．11。PJαg乞og7α彫濡α16∂6（GREG．）RALFs，No。4776ラLength　of　apical　axis44microns，length　of

　　　　transapical　axis5microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2ラ000

　　　　Sample　No。6，D　Formation，depth77．1m。

Fig．12．0昭勉御α渉oψho7α066αn加EHRENBERG，No、4807ラLength　of　apical　axis100microns，1ength　of

　　　　transapical　axis9microns。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000

　　　　Sample　No．25，G　Formation，depth201m。
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Explanation　of　PLATE30

Fig，L　瓦副6ぬgα5舵窺EHRENBERG，No。4792，Length　ofapical　axis40microns，Iength　of　transapical

　　　axis15microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2，000

　　　Sample　No。14，E　Formation，depth103m．

Fig。2．撫∂蜘1αρ1α66η孟％1α（EHR。）GRuNow，No。4781，Length　of　apical　axis28microns，1ength　of

　　　　transapical　axis9microns。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2，000

　　　　Sample　No，14，E　Formation，depth103m．

Fig。3．翫∂蜘1α6κゆα（GREGoRY）0。MULLER，No．4785，Length　ofapical　axis29microns，1ength　of

　　　　transapical　axis10miαons．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2，000

　　　　Sample　No．14，E　Formation，d．epth103m。

Fig．4・　ハ硫擁6銘1ごzわαoぎllz6ηz　EHRENBERG，No．4801シLength　of　apical　axis35micronsラ1ength　of　transapical

　　　　axis8microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2，000

　　　　Sample　No。14，E　Formation，depth103m．

Fig。5。（か励611α∂6鰭乞605αKUTzING　No。4793，Length　of　apical　axis24microns，length　of　transapical

　　　　axis8microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2，000

　　　　Sample　No。14，E　Formation，depth103m．

Fig．6．　瓦α∂蜘1αh襯gα7乞6αGRuN．var。6ψ伽如（EHR．）CLEvE，No．4788，Length　of　apical　axis22

　　　　microns，1ength　of　transapica1乱xis6microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2，000

　　　　Sample　No。14ラE　Formationラdepth103m．

Fig。7。⑦ηz6611α雄g痂％1αGRuNow，No。4783，Length　of　apical　axis40micronsラlength　of　transapical

　　　　axis13microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2，000

　　　　Sample　No。14，E　Formation，depth103m．

Fig。8．1％∂吻1αg76gα7宛DoNKINラNo。4800，Length　of　apical　axis28microns，Iength　of　transapical

　　　　axis9mic「ons，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2，000

　　　　Sample　No．14，E　Formation，depth　lO3m．

F孟g．9．P伽吻吻η加05繊70π（EHR．）CLEvE£4吻伽如GRuNow，No，4789，Length　of　apical　axis28

　　　　microns，1ength　of　transapical　axis7microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2り000

　　　　Sample　No。14，E　Formation，depth103m．

Fig。10．．P伽漁癩窺∫oγ05燃γoη（EHR。）CLEvE　var。B78わ乞∬o漉（KhTz。）HusTEDT，No。4784．Length　of

　　　　apical　axis48microns，1ength　oftransapical　axis　ll　microns。　　　　　　　　　　　　　　×2，000

　　　　Sample　No．14，E　Formation，depth103m。

J。Akutsu：Diatom　from　Niiza－shi，saitama　Pre£
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Explanation　of　PLATE31

Fig．1。磁Jo5癩∂α吻π5AGARDH，No。4798，Diameter13microns．　　　　　　　　　　　　　×1ラ000

　　　S＆mple　No。14，E　Formation，depth103m，

Fig。2。⑦610661」αハ4魏g乞痂η6KUTzINGラNo．4799，Diameter15microns。　　　　　　　　　　×2ラ000

　　　Sample　No，14，E　Formation，depth103m。

Fig．3。D薦o脚∂麗lg儒BoRY，No．4790，Length　of　apical　axis18micronsラ1ength　of　transapical　axis

　　　9mic「ons．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×2，000

　　　　Sample　No，14，E　Formation，depth103m。

Fig。4．σoo60吻5μαo卿％1α（EHR，）v翫r，6％g妙㍍　（EHR。）CLEvE，No。4794，Length　of　apical　axis20

　　　microns，1ength　of　transapical　axis　ll　microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1ラ000

　　　　Sample　No，14，E　Formation，depth103m．

Fig．5。∠4ηoηzo60脇5ψhα6吻ho7α（K廿Tz。）PFITzER，No．4802，Length　of＆pical　axis63microns，length　of

　　　　transapical　axis20microns。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1り000

　　　　Sample　No。14，E　Formation，depth103m。

Fig．6。（沙05忽窺α56珈70肋5（RABH。）CLEvE，No．4787，Length　of　apical　axis65microns，1ength　of

　　　　transapicalaxis10miαons．　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000
　　　　Sample　No．14，E　Formation，depth103m。

Fig。7。砂05卿α助6n667乞乞（W。SM皿H）CLEvE，No。4791，Length　ofapical　axis92microns，1ength　of

　　　　transapical　axis12microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000

　　　　Sample　No，14，E．Formation，depth103m．

Fig．8．F7財吻磁副gα725THwAITEs，No．4796』Length　of　apical　axis44miαonsラ1ength　of　transapical

　　　　axis8microns．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000
　　　　Sample　No。14，E　FormationラDepth103m。

Fig。9。Dめ解o功加吻g躍乞傭α（LYNGBYE）M。SGHMIDT，No．4795，Length　of　apical　axis138microns，

　　　　1ength　of　transapical　axis25microns。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000

　　　　Sample　No．12ラE　Formation，depth98．8m．

Fig。10。　⑳彬4昭㍑1πα（NITzscH）EHR．var．o拶ぴη6h％s（KUTz。）van　HEuRGK，No．4786，Length　of　apical

　　　　axis60microns，length　of　transapical　axis7microns。　　　　　　　　　　　　　　　　　×2ラ000

　　　　Sample　No。14ラE　Formation，depth103m．

Fig。1L　（か耀卿16％7α5016α（BREBlsso）W。SMITHラNo．4782，Length　of　apical　axis117microns，

　　　　1ength　oftransapical　axis17．5microns。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×1，000

　　　　Sample　No．14ラE　Formation，depth103m。

J．Akutsu：Diatom　fyom　Niiza－shi，Saitama　Pre£
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